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議  事  概  要 

 

横見部会長： 

それでは、ただ今から第１７３回近畿船員部会を開催いたします。 

あらかじめお配りしております「第１７２回船員部会」の議事録につきま

して、ご承認願いしたいと思います。ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

横見部会長： 

 無いようですので、ご承認をいただいたものとして取り扱わせていただ

きます。 

それでは、議題１の「管内の雇用等の状況」について、運輸局からご説明 

をお願いいたします。 

 

平田船員労政課長： 

 令和５年１月のご説明の前に、前回の部会において、近畿船員部会資料

１の２ページ新規求職者の退職理由別内訳について、ご質問とご意見をいた

だきました件につきまして、先にご説明ご回答させていただきたいと思いま

す。 

近畿船員部会資料１の２ページ新規求職者の退職理由別内訳の表をご覧く

ださい。このデータは、船員の方々がどのような理由によって、仕事をやめ

たのかを示すための資料として作成しております。 

この退職理由の分類、選択肢については、全国統一されたものではなく、

当事務局において、分類、選択肢を定め、求職者の退職理由により集計して

おります。 

この分類、選択肢としている理由は、求職に来られた方々の多くが、自身

の船員手帳を見ながら求職票を記載されますので、船員手帳に記載されてい

る退職理由が主な分類、選択肢となっています。その中にあって就労中とし
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ているのは、職業紹介業務の制度上、就労中の方でも求職票の提出が行える

ため、これらの方も新規求職者としてカウントされます。 

しかし主な退職理由別ではその選択ができないため、就労中という理由の

枠を一つ設けて、新規求職者数の合計数の整合性をとっているもので、平成

２０年１０月の第 1 回船員部会から就労中の理由で分類しています。また、

他局では在職中として集計されています。 

次に、資料の公表につきましては、配付資料そのものは公表しておりませ

ん。議事録において新規求職者の退職理由と人数をホームページにて公表し

ております。 

今回お配りしています資料では、今申し上げた事情、経緯があることに加

えまして、この表現に代わる違和感のない表現をうまく見出せなかったこと

から変更せずに作成しております。ご理解いただきたいと思います。 

事務局としましては、委員の皆さまのご理解を頂戴できるのであれば、こ

のままの理由表記で継続としたいと考えております。 

雇用状況の説明のあと、ご意見などいただければと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

それでは「令和５年１月分管内雇用状況」につきまして、ご説明させてい

ただきます。 

１．職業紹介状況 

①求人関係 

新規求人数は、１２７人（前月比＋８８人、２２５．６％の減、前年同

月比：＋６６人、１０８．２％の減）となっています。 

月間有効求人数は、２０１人（前月比-１人、０．５％の減、前年同月

比：＋３５人、２１．１％の増）となっています。 

②求職関係 

新規求職者数は、１５人（前月比＋４人、３６．４％の増、前年同月

比：-１人、６．２％の減）となっています。 

月間有効求職者数は、４０人（前月比±０人、０％の増減無、前年同月

比-１人、２．４％の減）となっています。 
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③成立状況 

当月の成立数は、４人（前月比：＋１人、３３．３％の増、前年同月

比：±０人、０．０％の増減無）となっています。 

④職員・部員別成立者内訳 

職種別の内訳は、甲板部職員０人、機関部職員１人、甲板部部員２人、

機関部部員０人、事務務部員１人となっています。 

年齢別については、１０歳代０人、２０歳代２人、３０歳代１人、４

０歳代０人、５０歳代１人、６０歳代０人、７０歳代０人となってい

ます。 

 

２．新規求人・求職者の取扱実績 

①職種別内訳 

新規求人の職種別内訳は、職員１１１人（甲板部６７人、機関部４４人、

無線部０人、事務部０人）、部員１６人（甲板部１２人、機関部２人、

無線部０人、事務部２人）となっています。 

新規求職の職種別内訳は、職員１０人（甲板部５人、機関部４人、無線

部１人、事務部０人）、部員５人（甲板部２人、機関部２人、無線部０

人、事務部１人）となっています。 

②新規求職者の退職理由 

内訳は、船舶所有者の都合が３人、定年退職１人、雇用期間満了１人、

本人の申し出７人、自己の健康０人、倒産０人、就労中２人、不明１人

となっています。 

③新規求職者の年齢別 

３０歳未満１人、３０歳代４人、４０歳代２人、５０歳代４人、６０歳

以上４人となっています。５０歳以上は８人で占める割合は５３．３％、

３０歳未満は１人で占める割合は６．７％です。 

 

３．失業等給付金支給状況 
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受給資格者数は１５人で、基本手当の支払実人数は４人、給付件数は４

件となっています。給付金額は６９０，５１３円です。前月は４人、４件

の４７０，１８８円でした。 

それから、高年齢求職者給付金が０件０円、再就職手当が０件０円、就

業促進定着手当が０件０円よって、当月支給額計は、６９０，５１３円と

なります。 

 

４．月間有効求人倍率の推移 

１月の近畿船員は５．０３倍で、前月比-０．１ポイント、前年同月比、

＋０．９８ポイントとなっています。 

 

５．近畿運輸局、月間有効求人・求職状況 

①月間有効求人は２０１人で、このうち、新規求人者数は１２７人となっ

ています。 

当局の紹介による求人側の成立は４人、他局成立は０名でございました。 

求人の取り消しは４５人で、理由の内訳は有効期限切れ３８人、自己応

募・縁故により採用２人、会社都合により取り下げ５人、その他は０人

となっています。 

 

②月間有効求職者は４０人で、前月との差は±０人でした。 

当局の紹介による求職側の成立は２人、他局成立は０人でした。 

求職の取り消しは１１人で、理由の内訳は期限切れ７人、自己応募・縁

故により採用３人、自己都合により取り下げ０人、その他０人となって

います。 

 

６．全国運輸局別の有効求人、有効求職、成立数、有効求人倍率 

①１２月の全国の月間有効求人数は、２，９１４人で、前月比１０２．

４％、前年同月比は１０３．７％となり、１０４人増加しています。 
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②１２月の全国の月間有効求職数は、７８４人で、前月比９９．９％、

前年同月比９８．５％となり、１２人減少しています。 

③１２月の全国の成立数は、５６人で、前月比８８．９％、前年同月比

では９６．６％となり、２人減少しています。 

④１２月の全国船員の有効求人倍率は季節調整値により３．４５倍とな

っています。１１月の全国陸上は季節調整値により１．３５倍となっ

ています。 

以上が管内の雇用等の状況でございます。 

 

横見部会長： 

 ご説明ありがとうございます。 

 資料１、２、３について何かご質問等ございますでしょうか。  

 

横見部会長： 

 資料１の２ページ目の求職者の退職理由別内訳について、前回の部会では、

例えば就労中というのは退職理由には当たらないだろうというようなご意見

が出まして、それ以外にも、文言自体がこの退職理由としてあまりしっくり

こないようなものが幾つか並んでいるので少し精査願いたいというような、

そういったご発言がございました。それを受けて先ほどご回答いただいた訳

なんですが、このまま継続していくということと、それから、このデータ自

体は外部には公表していないということで、こちらも前回、もし外部にこう

いったデータを公表しているのであれば少し文言の精査が必要というような

意見があったと思うんですけれども、公表はしていないというご回答でした。 

 まず、この点について何かご意見、ご質問ございますでしょうか。 

 

万谷委員： 

 はい、では私のほうから。 

 以前ご質問させていただきました件につきまして、ご回答及び調査ありが

とうございます。 
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 ずっと同様に実施されているということで、特に異論はありませんが、人

が変わればまた同じような質問が出てくる可能性があるかと思いますので、

注釈でも構わないので、どこか別紙か、もしくは下欄に簡単に記載いただい

たほうがそのままずっと続けていけるのかなというふうに感じました。以上

です。 

 

横見部会長： 

 では、そのようにご検討いただけないでしょうか。 

 

平田船員労政課長： 

 今おっしゃられたように注釈という形を取らせていただければと思います。

その注釈についてもまたご意見いただければと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 

横見部会長： 

 よろしくお願いします。 

 それでは、この点も含めて、ほか何かご意見、ご質問ございますでしょう

か。 

 

井上委員： 

 ２点あります。1点目は資料１の新規求人なんですが、今回は大きく増え

ているというところで以前にも確認させてもらったと思うんですが、求人の

手続きの申請が変わって３か月置きに提出しないといけないということで、

２ページ目のグラフが３か月置きで山になっているのかという確認です。２

点目は、資料２の月間求人・求職状況の中の当局で４つの成立があって、こ

のうち２人がこの近畿管内で求職されている方だと思いますが、そのうち一

番最後の８ページの左側でハーバータグに成立した方なんですが、本人はも

ともと大阪の旅客船を希望されていたという中で、最終的に成立したのが和

歌山のハーバータグに決まったというところですが、本人の意思などどのよ

うな流れで決まったのか分かれば教えてほしいとと思います。 
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平田船員労政課長： 

 まず、１点目のご質問、資料１の２ページ、これは前にも申し上げました

とおり、求職票の様式が変わり、昨年４月に求人が増えました。求人につい

ては翌々月末で期限がくるため、切れたタイミングで出されているというこ

とを前の部会でも答えさせていただきました。今回もそのタイミングになっ

ているということで、担当者にも確認させていただいているのですが、要因

としては、やはり周期的に出されているという部分が多いというふうには思

っております。 

 ご質問の２点目、今回成立された方が本来旅客船を希望されて、結果的に

はハーバータグで成立された理由についてですが、確認は取れておりません

が日帰り船という形では似ている条件ご本人様も納得されたのではないかな

と 

こちらからご紹介をさせていただいてご本人様がそれで面接を受けられてい

ますので、そういうふうな形ではなかったかなというふうには思います。 

 以上でございます。 

 

横見部会長： 

 井上委員よろしいでしょうか。 

 

井上委員： 

 はい、ありがとうございます。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございます。 

 ほか、何かご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 

佐藤委員： 

 資料２の年齢の下限と年齢の上限、空欄になっているところは年齢問わな

いという理解でよろしいですか。 
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平田船員労政課長： 

 はい。特に問われていないというところは空欄です。 

 

佐藤委員： 

 例えばですが、ガット船で499トンで機関長で海上実歴５年以上で、１

つの欄が５人で下は多分１人だと思うのですが、表としてはまとめてもいい

のかなと思います。 

 

平田船員労政課長： 

 はい。同じ会社で、一度に求人を出されているものです。それだけ必要だ

というところで出されますとこういう形になってしまいます。 

 

佐藤委員： 

 何か例えばですけれども、これ、ガット船で499トンで機関長で海上実歴

５年以上で、１つの欄が５人で下は多分１人だと思うのですが、表としては

まとめてもいいのかなとか思います 

 

平田船員労政課長： 

 この表の人数５人が結局下の空白４つ合わせたものです。 

 

横見部会長： 

 人数が５と書いてある時点で、その下の４行は要らないかもしれないです

ね。 

 

佐藤委員： 

 要らないですよね、分かりました。 

 

平田船員労政課長： 

 マクロを組んでいますので、ご理解いただきたいと思います。 
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横見部会長： 

 なるほど。これも内々の資料で、我々が分かっていればそれでいいという

ところですね。 

 

平田船員労政課長： 

 はい。ご理解いただければありがたいです。 

 

横見部会長： 

 はい、分かりました。その他いかがでしょうか。 

無いようですので、それでは、次に議題２の「その他」に入ります。 

 運輸局の方から説明をお願いします。 

 

村上海事振興部次長： 

資料４を説明申し上げます。 

まず、１２月分の内航海運の輸送動向調査の概要ですが、貨物船と油送船

を合計した輸送量は前年同月比９６％となっております。 

貨物船は紙・パルプ、自動車は増加したものの、それ以外の品目は減少と

なり前年同月比では２ヶ月連続減少となりました。 

油送船はケミカルを除き全品目で減少したため、４ヶ月連続で前年同月の

水準を割り込む結果となっています。 

１２月の貨物船の輸送量は、前年同月比９６％、前月比１０１％となって

います。 

鉄鋼は、前年同月比で８８％。鉄鋼の出荷は依然低調のままで、加えて冬

型の気圧配置による荒天で輸送障害が頻発した。一部、高炉の改修工事によ

る出荷停止の影響が続いているようです。 

紙・パルプは前年同月比１０１％。前月まで旺盛だった木材の輸送の伸び

が鈍化したとあります。 

雑貨は前年同月比９８％。移動制限の緩和後、初の歳末で期待感はあった

が輸送は伸びなかったようです。 
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自動車は前年同月比１０７％。前月に続いて、前年同月水準が低かったた

め反動増になっているようですが、供給制約の影響は徐々に緩和しつつある

とあります。 

１２月の油送船輸送量は前年同月比９５％、前月比で１０３％となってい

ます。 

黒油は前年同月比９７％、石油火力発電所向けの輸送が堅調な反面、製油

所間転送が減少傾向にあるようです。 

白油は、前年同月比９３％、ガソリン、ジェット燃料輸送は移動制限緩和

もあり、順調に推移しているようです。一方、本格的な寒波到来を受けて灯

油の輸送も繁忙期を迎えたが、荒天による輸送障害が長期化したため、全体

として低調に推移したようです。 

ケミカルは前年同月比１０４％、市況の低迷から国内外の需要不振に好転

の兆しはなく、前年同月の輸送量が低かったことによる反動増の結果である

とあります。 

それでは３ページ以降、貨物ごとの状況です。１２月の欄と対前月の欄を

ご覧下さい。 

鉄鋼ですが、 前年同月比で  ８８.５%、前月比では １００.８% 

原料は、   前年同月比で  ９４.５%、前月比では １０１.１% 

燃料は、   前年同月比で  ９１.８%、前月比では １００.５% 

紙・パルプは、前年同月比で １００.７%、前月比では  ８５.３% 

雑貨は、   前年同月比で  ９８.２%、前月比では  ９７.７% 

自動車は、  前年同月比で １０７.３%、前月比では １０２.２% 

セメントは、 前年同月比で  ９６.８%、前月比では １００.６% 

貨物船全体の輸送量は、１，７２１万２千トンで 

前年同月比で  ９６.５%、前月比では１００.６%となっています。 

 

次のページをご覧ください。タンカーの状況です。 

黒油（こくゆ）は、前年同月比で  ９７.２%、前月比では １０５.４% 

白油（はくゆ）は、前年同月比で  ９３.０%、前月比では １０１.０% 

ケミカルは、   前年同月比で １０３.８%、前月比では  ９９.６% 
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一般タンカーの輸送量は、８０７万３千トンで 

前年同月比で  ９５.１%、前月比では １０２.１%となっています。 

続きまして、 

高圧液化は、   前年同月比で  ９４.９%、前月比では １２１.５% 

高温液体は、   前年同月比で  ８５.３%、前月比では  ９３.５% 

耐腐食は、    前年同月比で  ８９.７%、前月比では  ９３.７% 

特タン船の輸送量は、１０８万１千トンで 

前年同月比で  ９２.１%、前月比では １０７.１%となっており、 

全てのタンカーの合計は、 ９１５万４千トンで 

前年同月比で  ９４.７%、前月比では １０２.７%となっています。 

  

次に資料５、長距離フェリーの令和４年１２月の輸送実績でございます。 

１２月の欄と、右のほうの対前月、対前年同月比のところをご覧くだ

さい。 

まずトラックですが、 

北海道は、１１,７５１台で、前月比  ９７.４%、前年同月比で９８.０% 

北九州は、３４,０７４台で、前月比 １０３.８%、前年同月比で１０４.７% 

中九州は、９,４７３台で、前月比  ８９.９%、前年同月比で９４.４% 

南九州は、１２,５０９台で、前月比 １１０.１%、前年同月比で９９.７% 

となっています。 

次のページ、旅客でございます。 

北海道は、４,７９３人で、前月比７５.４%、前年同月比で１０５.８% 

北九州は、７３,１２５人で、前月比９７.９%、前年同月比で１２３.４% 

中九州は、２４,３７３人で、前月比８２.２%、前年同月比で１２２.５% 

南九州は、２３,８２７人で、前月比９５.７%、 前年同月比で１２３.５%

となっています。 

 

次のページ、乗用車でございます。 

北海道は、１，７５３台で、前月比 ７５.６%、前年同月比で１２０.７% 

北九州は、２３,２９８台で、前月比９４.９%、前年同月比で１１５.８% 
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中九州は、４,１８４台で、前月比８６.９%、前年同月比で１０４.１% 

南九州は、７,５９１台で、前月比９６.５%、前年同月比で１１７.１% 

となっています。 

 

 北海道航路につきましては、日本海航路という特性から冬に向けて旅客、

乗用車が減少してく例年どおりの傾向でありますが、１２月は特に冬型の気

圧配置により荒天の影響があったようです。 

九州航路は旅客、乗用車とも前月比割れですが、前年同月比では全て上回

っていますので、コロナ禍から回復傾向にあるものと考えられます。 

私からの説明は以上でございます。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

それでは、資料４、５について何かご質問等ございますでしょうか。 

 無いようでしたら、船員政策や船員労働全般に関わる様々な問題につきま

して、ご意見情報等ございましたらご発言をいただきたいと思います。 

労働者委員の方からいかがでしょう。 

 

井上委員： 

 前回、働き方改革の話で休みが結構取れるようになっているという話をさ

せてもらったと思うんですけれども、一方で、最初の報告でもあったとおり、

求人もまだまだたくさんあり、求職ももちろんある中で、やっぱり全体的に

船員不足と言われている中で乗船期間がどうしても長くなっているところが

あります。働き方改革で一日の労働時間、月の労働時間を管理していても、

４か月または５か月と長期で乗ることで負担が出てきている部分があるとい

う中で、運輸局さんにお伺いしたいんですけれども、もちろん船員不足とい

うのは皆さんの共通の理解なんですけど、運輸局として長期乗船に対して何

か改善とか、指導ではないんですけれども、そういうところをどうにか改善

する方法というのは何か考えられていますか。もちろん人がいないので、休

みはどう改善するんだというところではあると思います。 
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村上海事振興部次長： 

 今のご質問、働き方改革というのは、改革後というお話ですか。前からそ

ういう話がありますでしょうか。 

 

井上委員： 

 働き方改革によって船員の労働負担軽減で休息が取れるようになっている

ことは良いところですが、一方で長期乗船も出ており、解消するために人を

増やして長期乗船をなくさないといけないと考えております。 

 

村上海事振興部次長： 

 働き方改革をやったけども長期乗船についてはあまり施策がないといいま

すか、そこら辺の改善というところですね 

 私は立場が違うのですけれども、いわゆる船員労務官といいますか、運航

労務監理官が訪船したときには、今は時間管理は陸上でもすることになりま

したが、基本船長がという話になっていた中で、要はいつから乗ってますか

という話は必ず労務官が聞くようにしており、休暇取れていますかという確

認は必ずする。そこで結局行政指導の範囲で、船員さんから休み取らしても

らえないという陳情が具体的にあれば、その場ででも船舶所有者に言いいま

すというようなアクションは起こすようには、当時というかこの改革前から

はやっていましたが、船主も交替要員の船員さんを確保出来ないため、船員

さんが譲歩してあげている。船舶所有者の都合というところに対しては、な

かなか我々も関与できていないのが現状でした。 

 今回、井上委員がおっしゃられていたようにこの制度が、働き方改革で変

わったという中では、改めてどういうようなことがというのは、当局の中で

でも情報展開といいますか、共通認識にはしておきたいと思います。 

 申し訳ありません、回答になっていないかもしれないです。 

 

横見部会長： 

 続いて、使用者委員の皆さんからいかがでしょうか。 
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礒合委員： 

 現在、労働時間に関しては非常に厳しくチェックしております。バンカー

会社の中でも一番大きいところが行政処分されたこともありまして、今ピリ

ピリしてチェックしているということと、弊社船の日帰り勤務になると、乗

組員は、拘束時間が全部労働時間といいますか、朝出て帰ってくるのが全部

労働時間になっているので、その辺の違いを説明をしていかないと、全部労

働時間だと思っている方もおられるというところです。待機とか。ＡＩＳで、

相手船がいつ到着するのか。昔は待っていましたが、内線ですとか、今は分

かるので、弊社ではＡＩＳを使ってやっていますけれども、タンカー船はど

うされているのかなとか。何か非常に、よその業界ではありますが、そうい

う状況で、時間管理が一番、どちらかというとチェックする対象になってい

ます。 

 

横見部会長： 

 やっぱり船員さんを募集されるときも、そういう労働時間に関する質問と

か関心というのは高いんですか。 

 

礒合委員： 

 船員さんは、給与に関心が高く、次に休日休暇、労働時間の順だと思いま

す。 

 

横見部会長： 

 ああ、そうなんですか。 

 

土屋委員： 

 新卒の人は求人票を見て来るので、やはり金額が目立つと思います。 

 中途採用の場合は休みが取れるかと聞かれる人が多いですし、入社・乗船

してからは休みが取れないからと辞める方が結構おられます。 
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礒合委員： 

 休暇が少ない理由で、辞めている方は若い方が多いですね。 

 

土屋委員： 

 あと１０代、２０代が多いですね。 

 結構中持ちで使われていますよね。スマホでね。 

 

礒合委員： 

 若い方は、ＳＮＳで情報を得て、やめることを決めているようです。 

 

土屋委員： 

 私どもの会社でも長期間乗船の人が何人かいますが、２つに分かれます。

交代がいないから休暇が取れない場合と、年配の人でもう家帰ってもしよう

がないからずっと船にいる方が良いと仰られる方も中にはいます。 

休暇が取れずに辞められる前に交代をするのは、もう本当に人手が足りず難

しくなっています。求人を進めて行く為にもいろいろ待遇改善をやろうとい

うことで、何をしたらいいのか、お金なのか休みなのかなどをアンケートを

取ったりして、ご希望を伺っているところです。 

 

浦委員： 

 休みもそうですよね。我々もそろそろ春闘に入ってきますので、陸上は大

手中心ですけれども、これだけ派手な賃上げなんか騒がれたら、どんどん海

上に目が向かなくなってきますよね。我々も頑張りますけれども。 

 

横見委員： 

 この業界では賃上げは進みそうなんですか。結構大手の企業さんではかな

り、今おっしゃられたように大幅な賃上げが相次いでいるような。 

 

礒合委員： 
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 海運会社は圧倒的に中小企業が多く、９割以上が中小企業ですから、大手

企業と同様に大幅な賃上げが出来る環境ではないと思います。 

 

佐藤委員： 

 特に最近定着率が悪いので、もう転職して当たり前という、転職ありきで

入社してくる人たちが増えていて、そういった人たちに対しては、組合労働

協約を説明し、将来しっかり勤めて、労働協約には旨味があるというところ

を宣伝していかないといけませんし、それは我々の仕事でもありますから。 

 

土屋委員： 

 そうですね。私たちも同じく定着率の上昇が課題だと思っています。 

 

佐藤委員： 

 あと、労働時間の話が出たので、ちょっと問題提起じゃないですけれども

させてもらいたいんですが、トン数の小さい船というのはやはり定員も少な

いという中で、１日２港上げとか、特にタンカー船とかになったらスケジュ

ールも半端ない状態であるのが実態です。しっかり改善していってもらわな

いといけないのかなと思っているところです。 

 よく最近聞くのが、船長がワッチに入るような船というのは、航海当直、

狭水道、荷役となったら、一日の休息時間が取れない。タイトな配船スケジ

ュールを組んでくるオペレーターもあるようなので、その辺の労働時間の規

制というのは、しっかりやっていってもらいたいなというふうに思いますの

でよろしくお願いします。 

 

村上海事振興部次長： 

 先ほど磯合委員からご発言がありましたように、大手の会社で行政処分が

ありましたよね。それこそ陸上で知らんふりできないと言いますか、本当に

純粋に１日１４時間でも、それを１週間７２時間を超えたら当然アウトにな

ってきますので、その辺は我々組織としては抜かりのないようにと考えてお

ります。 
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佐藤委員： 

 しっかり労務管理はしていますけれども、やっぱりスケジュール自体を管

理してもらわないとなかなか改善というのはならないと思います。 

 

礒合委員： 

 タンカー業界では、労働時間の問題があってから、かなりゆとりのある運

航スケジュールになってきました。小型タンカーでは、荷物を揚げた当日の

荷物の積みこみはやらなくなっています。弊社は平水船が多いことから、航

海時間並びに荷役時間が短時間となることが多いのですが、瀬戸内海を航行

する船舶の場合、岸壁に係留して休ませる対応を行っています。他社さんの

船舶も岸壁に係留させて休ませることが多くなっており、公共岸壁の利用者

が増えて、岸壁が空いていないことが増えてきているのも実感としてありま

す。 

 

横見部会長： 

 そういうお話というのは学校というか、生徒さんとか学生さんに出前授業

をされる時とかにも、この労働時間の現状とそれから今こう変えようとして

いるみたいな話とかはされたりするんですか。 

 

礒合委員： 

 出前授業では、労働環境・労働時間の話はします。生徒さん達に将来の話

もしますが、生徒さん達が関心毎として聞いてくれるのは、今現在の乗船中

の話、休日休暇の話、給与の話となります。先ほど佐藤委員もおっしゃいま

したけれども、将来がという話を幾らしても、今どれだけもらえるのか、休

暇の体制はどうなっているのかという話が中心となります。 

 

横見部会長： 

 ご紹介ありがとうございます。 

 それでは、ほか何かございますでしょうか。 
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 公益側、いかがでしょう。よろしいですか。 

 

横見部会長： 

それでは本日の部会は終了いたします。 

次回は３月２３日（木）１６時００分からとなっておりますので、皆様よ

ろしくお願いいたします。 

 

(配付資料) 

 資料１．令和５年１月分 近畿運輸局管内船員職業紹介実績表 

資料２．令和５年１月分 月間有効求人・求職状況（近畿管内）  

資料３．令和４年１２月分 局別月間有効求人数（商漁船・職部員別）等 

資料４．内航輸送実績状況（令和４年１２月分まで） 

資料５．長距離フェリー輸送実績の推移（令和４年１２月まで） 

 


